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操 法 実 施 基 準 

 

１ 操法の種別 

（１）小型動力ポンプ操法  男子（地域・職域） 

（２）消火栓操法      男子（地域・職域）・女子（地域・職域） 

（３）屋内消火栓操法    女子（職域） 

 

２ 操法の人員 

（１）小型動力ポンプ操法…１チーム指揮者以下５名（補助員１名含む。） 

（２）消火栓操法…１チーム指揮者以下４名 

※女子消火栓の部（地域・職域とも）について、最高２名まで男子隊員の参加

（ただし、２番員・３番員に限る。）を認める。 

（３）屋内消火栓操法…１チーム指揮者以下４名 

 

３ 水利、火点及び放口等の位置（Ｐ９、Ｐ１０、Ｐ１３図のとおり） 

（１）水利 

  ア 小型動力ポンプ操法…組立式水槽 

  イ 消火栓操法…台付消火栓 

  ウ 屋内消火栓操法…屋内消火栓 

（２）火点 

  ア 小型動力ポンプ操法及び消火栓操法 

    注水線から７ｍ離れた地上高３.５ｍ、直径２０㎝の標的 

  イ 屋内消火栓操法 

   ・水消火器用火点 

    注水線から２ｍ離れた位置の火皿 

   ・屋内消火栓用火点 

    注水線から５ｍ離れた地上高２.１ｍ、直径５０㎝の標的（可倒式）２箇所 

（３）放口の位置 

ア 小型動力ポンプ…左側 

  イ 消火栓…右側 

  ウ 屋内消火栓ボックス…左側 

 

４ ポンプ、ホース、筒先等の位置 

（１）小型動力ポンプ操法及び消火栓操法 

  ア ポンプ、消火栓及び水槽の位置は、Ｐ９、Ｐ１０図のとおり。 

  イ ホースは二重巻きとし、定位に金具を同一方向に揃えて立ててホース筒先配

置線上に置く。 

  ウ 筒先は、第１ホースの左右どちらかのホース筒先配置線上に立てて置く。 

  エ 吸管は、全長の中心付近を、ポンプ右側１ｍのホース筒先配置線延長上に並
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べて置く。 

（２）屋内消火栓操法 

  ア 屋内消火栓ボックスの位置は、Ｐ１４図のとおり。 

  イ ホース及び筒先は４０ｍｍとし、ボックス内のホースハンガーにホース２本

と筒先１本を収納しておく。 

 

５ ノズル口径、ポンプ圧力、吸管の長さ等 

操法別 

ノズル口径等 

小型動力ポンプ 

（男子） 

消火栓 

（男子・女子） 

屋内消火栓 

（女子） 

ノズル口径 ｍｍ ２３ ２０ １３ 

ポンプ圧力 ＭＰa ０.３５ ― ― 

吸管の長さ ｍ ４ ― ― 

筒 先 圧 力 ＭＰa ― ０.３ ０.２5 

 

６ 使用機械器具等 

（１）小型動力ポンプ操法 

   大会本部で準備する小型動力ポンプ、筒先、吸管 

（２）消火栓操法 

   大会本部で準備する上水道地上式単口消火栓、筒先 

（３）屋内消火栓操法 

   大会本部で準備する屋内消火栓、水消火器 

 

７ 操法実施上の基本事項 

（１）全般事項 

   操法は、安全を確保するとともに、迅速確実に行うこと。 

（２）操法開始要領 

  ア 出場隊は、係員の指示により、操法に使用する器具を点検しホース筒先配置

線に配置後、服装を整え開始位置（P10、P１４操法開始位置図のとおり）で

待機する。 

  イ 係員の「操法開始」の合図により、操法を開始する。 

（３）ホースの延長要領 

   ホースの延長は、ホースを地面に立てメス金具が手前になるように置き、メス 

金具付近を足先で押さえ、オス金具を両手で持ち延長方向を定めて前方に転がす

ようにひろめ、オス金具を手に持って火点に向かって前進しながら延長する。 

ただし、屋内消火栓操法については、脇にかかえて延長する。 

（４）ホースの結合要領 

   ホースの結合は、元ホースのオス金具付近を足先で押さえて金具を立て、先ホ

ースのメス金具を両手で結合し、はかま部分を引いて確認する。 

ただし、屋内消火栓操法については既に結合した状態で収納されているため結

合の必要なし。 
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（５）ホースの搬送要領 

   ホースの搬送は、肩に担ぐか脇に抱えて搬送する。この場合、金具は確実に保

持すること。 

 ただし、屋内消火栓操法については、ホース延長に準ずる。 

（６）筒先の搬送要領 

   筒先の搬送は、背負って搬送する。 

   ただし、屋内消火栓操法については、ホースとともに脇に抱えて搬送する。 

（７）筒先を背負う要領（小型動力ポンプ操法及び消火栓操法） 

   右手でノズル、左手で背負いバンドの中央部を持ち、右手を頭上に、左手を右

脇下にして背負いバンドをくぐらせ、ノズルが右肩部、ホース結合部が左腰部に

位置するように背負う。 

（左右対称の動作も可） 

（８）筒先を降ろす要領（小型動力ポンプ操法及び消火栓操法） 

   左手で筒先の取手近くを持ち、筒先を腹部から頭上へ移動させ、背負いバンド

を右手で持って頭をくぐらせ、ノズルを右手、筒先を左手で持つ。 

  （左右対称の動作も可） 

（９）筒先の結合要領 

   筒先の結合は、ホースのオス金具付近を足先で押さえて金具を立て、筒先を両

手で結合し引いて確認する。 

 ただし、屋内消火栓操法については既に結合した状態で収納されているため結

合の必要なし。 

（10）放口（小型動力ポンプ・消火栓・屋内消火栓）バルブの開放要領 

   ３番員のバルブ開放は、必ず両手で開放すること。この場合、途中から片手で

開放することになってもよい。 

 ただし、屋内消火栓操法については、片手で開放してもよい。 

 

８ 各操作員の停止位置等 

（１）監視位置は特に定めないが、足先が注水線から火点側に出てはならない。（注水

線上可） 

（２）注水位置は、足先が注水線から火点側に出てはならない。（注水線上可） 

屋内消火栓操法における指揮者の初期消火位置についても同様とする。 

 

９ 各自衛消防隊の準備物 

（１）小型動力ポンプ操法及び消火栓操法の出場隊は、１チーム当たり長さ２０ｍ以 

上の６５ｍｍホース３本 

 屋内消火栓操法に使用のホースは大会本部にて準備 

（２）テント、敷物等 

（３）操法競技用ヘルメット（必ず着用する。） 

（４）手袋（皮手袋、軍手等、必ず着用する。） 

（５）肘、膝あて（極力、着用することとする。） 
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（６）消火栓操法及び小型動力ポンプ操法については、活動しやすい衣服を着用する

こと。半袖シャツは可とし、短パン、七分丈パンツは禁止とする。 

   屋内消火栓操法については、長袖シャツ、長ズボンを着用すること。 

ただし、半袖シャツに両腕を覆うアームカバー等の着用があれば可とする。 

（７）上記（３）（４）（５）はゼッケンと同様、大会本部で準備し貸出を実施する。 

 

１０ その他 

   操法は、本基準のほか、「小型動力ポンプ操法要領」、「消火栓操法要領」、「屋内

消火栓操法要領」により行う。 
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小型動力ポンプ操法要領 

 

１ 想定指示 

  指揮者 

  火点方向を向き「想定、火点は前方の的、操作始め」と号令し火点を指差す。 

 隊員 

 姿勢を正して○指の想定指示を受ける。 

 

２ 操法開始 

  指揮者 

  「操作始め」と号令し③が「よし」と呼称後、筒先を背負い第３ホースを肩に担

ぐか脇に抱え、第１、第２ホースの延長距離を考慮して火点に向かって前進し、第

３ホース延長地点でホースを降ろしホースをひろめ、その場にオス金具を置き、筒

先を両手で結合し確認後「よし」と呼称する。 

 次いで、①の第２、第３ホースの結合確認の「よし」の呼称を確認後、「放水始め」

と伝達呼称し、筒先を保持して余裕ホースをとりながら前進して注水線手前で筒先

を腰部に当て注水姿勢をとる。 

１番員 

 ③が「よし」と呼称後、第１ホースをひろめポンプ放口に両手で結合確認して「よ

し」と呼称し余裕ホースをとる。 

 次いで、第２ホースを肩に担ぐか脇に抱え、第１ホースのオス金具を手に持ち火

点に向かって前進し延長、第２ホース延長地点でオス金具を置きホースを降ろして

ホースをひろめ、第１ホースと第２ホースを両手で結合し、確認して「よし」と呼

称する。 

 次いで、第２ホースオス金具を手に持ち火点に向かって前進し第３ホース延長地

点でオス金具を置き第２ホースと第３ホースを両手で結合し、確認して「よし」と

呼称する。 

 次いで、○指の「放水始め」の伝達呼称を受け、その場で「放水始め」と復唱し③

の方向を向き、右手を真上に上げて「放水始め」と伝達呼称し、③の「放水始め」

の復唱（手信号）を確認後、火点に向かって前進し○指の反対側後方の位置で「伝達

終わり」と伝達呼称しホースを両手で持ち注水の補助に当たる。 

 ２番員 

 ③が「よし」と呼称後、吸管ストレーナー部付近を両手で持ち、③と協力して引

きずらないようにポンプ後方の吸管結合に適切な位置に運び、③の後方で結合の補

助を行い、③の「よし」の呼称で③と協力してストレーナー部を水利（水槽）に投

入する。 

次いで、火点に向かって前進し①の反対側後方の位置で注水補助に当たる。 
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３番員 

  ○指の「操作始め」の号令で「よし」と呼称し、吸管メス金具付近を両手で持ち、

②と協力して引きずらないようポンプ吸口付近まで運び、吸口の蓋を両手で外して

吸管を両手で結合し「よし」と呼称後、②の水利投入の補助を行い、ストレーナー

部が浮上していないか確認する。 

  次いで、ポンプのエンジンを始動、真空ポンプを操作し「放水始め」と復唱後、

余裕ホースを確認しながら両手で放口レバーを開放し送水を行う。 

補助者 

②、③が水利（水槽）に吸管を投入後、ストレーナー部の浮上を防ぐ。 

 

３ 放水停止 

  指揮者 

  標的の旗が上がったならば、直ちに「放水止め」と号令し②を介して③に伝達さ

せる。 

 次いで、②が「放水止め」を伝達し「伝達終わり」と呼称したならば、筒先を外

して、隊を解散させる。 

 １番員 

 ②が「放水止め」を伝達し「伝達終わり」と呼称したならば、ホースから手を離

し姿勢を正して、指揮者の指示で解散する。 

 ２番員 

 ○指の「放水止め」の号令で「放水止め」と復唱し、その場で③に右手を水平に上

げて「放水止め」と伝達呼称した後、姿勢を正し「伝達終わり」と伝達呼称して、

指揮者の指示で解散する。 

 ３番員 

 ②が「放水止め」と伝達呼称するのを受け、右手を水平に上げて「放水止め」と

復唱後、放口レバーを閉めて姿勢を正して、指揮者の指示で解散する。 
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消 火 栓 操 法 要 領 

 

１ 想定指示 

  指揮者 

  火点方向を向き「想定、火点は前方の的、操作始め」と号令し火点を指差す。 

 隊員 

 姿勢を正して○指の想定指示を受ける。 

 

２ 操法開始 

  指揮者 

  「操作始め」と号令し③が「よし」と呼称後、筒先を背負い第３ホースを肩に担

ぐか脇に抱え第１、第２ホースの延長距離を考慮して火点に向かって前進し、第３

ホース延長地点でホースを降ろしホースをひろめ、その場にオス金具を置き、筒先

を両手で結合し確認後「よし」と呼称する。 

 次いで、①の第２、第３ホースの結合確認の「よし」の呼称を確認後、「放水始め」

と呼称し、筒先を保持して余裕ホースをとりながら前進して注水線手前で筒先を腰

部に当て注水姿勢をとる。 

１番員 

 ③が「よし」と呼称後、第２ホースを肩に担ぐか脇に抱え、第１ホースの延長距

離を考慮し火点に向かって前進し、第２ホース延長地点でホースを降ろしてホース

をひろめ、第２ホースオス金具を手に持ち火点に向かって前進し第２ホースを延長、

第３ホース延長地点でオス金具を置き、第２ホースと第３ホースを両手で結合し、

確認して「よし」と呼称する。 

 次いで、○指の「放水始め」の伝達呼称を受け、その場で「放水始め」と復唱し③

の方向を向き、右手を真上に上げて「放水始め」と伝達呼称し、③の「放水始め」

の復唱（手信号）を確認後、火点に向かって前進し○指の反対側後方の位置で「伝達

終わり」と伝達呼称しホースを両手で持ち注水の補助に当たる。 

 ２番員 

 ③が「よし」と呼称後、第１ホースをひろめ、その場にオス金具を置きメス金具

を両手で③に渡し③の結合確認の「よし」の呼称後、余裕ホースをとる。 

次いで、第１ホースオス金具を手に持ち火点に向かって前進し第１ホースを延長、

第２ホース延長地点でオス金具を置き両手で第２ホースを結合、確認して「よし」

と呼称して火点に向かって前進し①の反対側後方の位置でホースを両手で持ち注水

の補助に当たる。 
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 ３番員 

 ○指の「操作始め」の号令で「よし」と呼称し②から第１ホースメス金具を両手で

受け取り、消火栓放口に両手で結合し、確認して「よし」と呼称する。 

 次いで、①が「放水始め」と伝達呼称するのを受け、右手を真上に上げて「放水

始め」と復唱後、両手で消火栓バルブを開放し送水を行う。 

 

３ 放水停止 

  指揮者 

  標的の旗が上がったならば、直ちに「放水止め」と号令し②を介して③に伝達さ

せる。 

 次いで、②が「放水止め」を伝達し「伝達終わり」と呼称したならば、筒先を外

して、隊を解散させる。 

 １番員 

 ②が「放水止め」を伝達し「伝達終わり」と呼称したならば、ホースから手を離

し姿勢を正して、指揮者の指示で解散する。 

 ２番員 

 ○指の「放水止め」の号令で「放水止め」と復唱し、その場で③に右手を水平に上

げて「放水止め」と伝達呼称した後、姿勢を正し「伝達終わり」と呼称して、指揮

者の指示で解散する。 

 ３番員 

 ②が「放水止め」と伝達呼称するのを受け、右手を水平に上げて「放水止め」と 

復唱後、消火栓バルブを閉めて姿勢を正して、指揮者の指示で解散する。 
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操法開始位置図

①
②

③

筒先 ホース

小型動力ポンプ

吸管

小型動力ポンプ操法

消火栓操法

①②
③

放水口左側

放水口右側

消火栓

ホース

筒先

ホース筒先配置線

ホース筒先配置線

１ｍ

放水口
から１ｍ

１ｍ

指

指

※補助者の開始位置は、水槽付近とする。

全長の
中心付近
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屋内消火栓操法要領 

 

１ 想定指示 

  指揮者 

  火点方向を向き、「想定、火点は前方の的、操作始め」と号令し火点を指差す。 

 隊員 

 姿勢を正して○指の想定指示を受ける。 

 

２ 操法開始 

  指揮者 

  「操作始め」と号令し③が「よし」と呼称後、火点に向かって前進し、火点付近

の水消火器を携行して注水線手前で初期消火（火皿に向かって３秒間注水）を実施

後（３秒間経過の旗振り合図後）、出火場所を連呼（２回以上）し他の隊員に周知す

る。 

  次いで、各隊員を監視する。 

  １番員 

 ③が「よし」と呼称後、屋内消火栓ボックスに向かって前進し、筒先と第２ホー

スを取り出し脇に抱え、準備待機線にて待機する。 

 次いで、○指の出火場所の連呼を確認した後、「よし」と呼称しホースを火点に向か

って延長し、注水補助線を通過後②に「放水始め」と伝達呼称し、余裕ホースをと

りながら注水線手前で、２箇所の火点に注水する。 

２番員 

 ③が「よし」と呼称後、屋内消火栓ボックスに向かって前進し、第１ホースを取

り出し脇に抱え、①とともに準備待機線にて待機する。 

 次いで、○指の出火場所の連呼を確認した後、①の「よし」の呼称でホースを火点

に向かって延長し、①の「放水始め」を復唱後、その場で③の方向を向き右手を真

上に上げて「放水始め」と伝達呼称し、③の「放水始め」の復唱を確認後、①の反

対側後方で「伝達終わり」と伝達呼称し注水の補助に当たる。 

 ３番員 

 ○指の「操作始め」の号令で「よし」と呼称後、屋内消火栓ボックスに向かって前

進し①、②のホース等の取り出しを待ってホースの内側に入り、腰に余裕ホースを

とって、○指の出火場所の連呼を確認した後、消火栓起動ボタンを押し、ホース延長

時の引き過ぎを防止する。 

次いで、②が「放水始め」と伝達呼称するのを受け、右手を真上に上げて「放水

始め」と復唱後、送水バルブを開放し送水を行う。 
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３ 放水停止 

  指揮者 

  ２箇所の標的が倒れたならば、直ちに「放水止め」と号令し②を介して③に伝達

させる。 

  次いで、②が「放水止め」を伝達し「伝達終わり」と呼称したならば、隊を解散

させる。 

 １番員 

 注水姿勢で待機して、指揮者の指示で解散する。 

 ２番員 

 ○指の「放水止め」の号令で「放水止め」と復唱し、その場で③に右手を水平に上

げて「放水止め」と伝達呼称した後、姿勢を正し「伝達終わり」と伝達呼称して、

指揮者の指示で解散する。 

 ３番員 

 ②が「放水止め」と伝達呼称するのを受け、右手を水平に上げて「放水止め」と

復唱後、送水バルブを閉めて姿勢を正して、指揮者の指示で解散する。 
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操 法 審 査 要 領 
１ 動作得点 

  １チ－ム持ち点５０点とし、不確実な事項、動作、操法要領について減点しその 

残り点を動作得点とする。 

２ 時間得点 

  １チ－ム持ち点１００点、１秒１点として指揮者の「操作始め」の「め」の号令

から火点標的の旗が上がるまでの時間を持ち点より差引き、その残り点を時間得点

とする。 

３ 順位の決定 

（１）動作得点(持ち点５０点－動作減点)＋時間得点(持ち点１００点－所要時間)＝合

計点の多いチ－ム 

（２）同点の場合は、動作減点の少ないチ－ムが優位とする。 

４ 所要時間及び動作減点の審査員 

（１）計時は３名で計測し、２人以上の計時が同一の時はその値をとる。３人の計時

が異なるときは、その中間の計時を所要時間とする。 

（２）各操作員にそれぞれ１名の審査員が同行し審査する。 

５ 操作実施上の協定事項 

（１）減点対象となるもの 

  ア 操法要領に示す操作を怠った場合 

  イ 操法要領に示す以外の操作をした場合 

（２） 操法のやり直し 

  ア 水槽に補水できず水槽の水がなくなった場合 

  イ その他審査長が必要と認めた場合 

（３）異議の申し立て 

   審査の結果等については、一切異議の申し立てをすることができない。 

（４）統一事項 

  ア ホ－スの搬送には、機器を使用してはならない。 

  イ 所定の位置まで故意にホ－スを搬送しないで、延長してはならない。（全ホ－

スの延長後の火点方向への大幅なホ－スの引きずりは、故意とみなすものとす

る。） 

ウ 屋内消火栓操法については、搬送しながらの延長とし、折りたたみ状態で、

ホースを引きずり延長してはならない。 

 


